


はじめに

 はじめに
 
　名探偵といえばシャーロック・ホームズ、少女探偵といえばナンシー・ドルー、昨年（2015）
はナンシー誕生８５周年をむかえたのですが、彼女は今なお１８歳で大活躍・・・笑い

 
    これは少女を対象にしたジュビナイルですが、ミステリーファンである以上、絶対に見過ごし
てはならないものと思って、よせばいいのにまたまたパブー本に挑戦しました。

 
   とはいえ、私の乏しい知識と貧弱な英語力から生まれる駄文ですからそのつもりで、まあ私自身
のメモのようなもの、期待などしないで、お暇なときにでも覗いてください。（お前の今までの

ものを見れば、いわなくてもわかってる！）ですか・・・泣き

 
 
 

　　 



キャロリン・キーンの謎

　ナンシー・ドルーが最初に現れたのは1930年、作者はキャロリン・キーン。「The Secret of
The Old Clock」を第一号としたこのナンシーの活躍はその後も次々と続編が現れ、なんと21世紀
の現代でもなお新作が発表されています。現代までの作品数はざっと500点。
（ナニイー？そんなことができるキャロリン・キーンって何者なんだ！？）

 
　「作者のカロリン・キーンは、現在アメリカで活躍している女流作家ですが、作品は、1929年
から、この『ナンシー・ドルー・ミステリー』を書き出したこと、『ダナ姉妹物語』という、や

はり幾篇にも分かれている小説を書いたことしかわかっていません。略」「少女ナンシーの冒険

」偕成社 1958年訳者あとがき
 
　「こんな魅力的なお話を書いたキャロリン・キーンという作家はどんな方だろう　略　本名は

ハリエット・アダムス、ニュージャージー生まれ。略　出版社を経営していたお父さんの仕事を

手伝い、お父さんが亡くなったあとは、経営まで自分の手でやりながら、なんと100冊を越える作
品を書いたのです。略」「少女探偵ナンシー」フォア文庫（1962年金の星社版復刻）訳者あとが
き　

 
　（まて、赤川次郎氏も500点書いているぜ）（いや、赤川さんは40年間でだ、これも凄いけど意
味が違う、仮にキャロリン・キーンが⒛歳から書き始めたとすると、もう100歳を超えてるんだぜ
、それなのにまだ書いている、まあ80歳代なら書けるとしても、それなら彼女は０歳から書き始
めたことになってしまうじゃないか。）

 
  このマジック、当然タネがありました、キャロリン・キーンは一人ではなかったのです。上の（
あとがき）に出ているハリエット・アダムスの父エドワード・Ｌ・ストラテマイヤーが1906年に
設立したストラテマイヤー工房の作家達は、何人かが手分けをして一つのシリーズを書いていた

、その際同一のシリーズには共通のペンネームを使う、ナンシー・ドルーもその内の一つで複数

の作家の手によるもの、キャロリン・キーンは、その作家たちがナンシーとダナ姉妹を書く時に

使うペンネームだったのです。

 
　ところがアメリカ本国でも、このことは全く知られていませんでした、キャロリン・キーンは

ペンネームだがハリエット・アダムスが一人で書いていると思われていたのです。キャロリン

・キーンの正体が明るみになったのは、1980年出版権の問題が訴訟になった出来事から、なんと
最初の出版から50年後です、したがって上の（訳者あとがき）が書かれたのはそれ以前、またハ
リエット・アダムスはキャロリン・キーンの一人でもあったのですから、過ちやでたらめが書か

れているのではありません。

 



　　　初期のキャロリン・キーンたち

　　　　　No1-7,11-25, 30・・・・・・・・ Mildred Wirt Benson
　　　　　No8, 9, 10・・・・・・・・・・　Walter Karig
　　　　　No26・・・・・・・・・・・・・George Waller, Jr.
　　　　　No27・・・・・・・・・・・・・Margaret Scherf
　　　　　No28・・・・・・・・・・・・・Wilhelmina Rankin
　　　　　No29・・・・・・・・・・・・・Alma Sasse
　　　　　No31, 33-56, 改訂版No1-34・・・Harriet Adams
　　　　　No32・・・・・・・・・・・・・Charles Strong



クラシックシリーズ

　　 　

　シリーズNo1から56まではクラシックシリーズといわれ、ナンシーシリーズの根幹をなすもの
です。ところが父の亡き後工房の経営を継いだハリエットは、35の発行に合わせ1から34も改稿し
てしまいます、人種差別的なところや時代にふさわしくない言葉を改めたというのですが、本当

の狙いは、ページ数を減らして製本コストを下げることでした、25章を20章に210頁前後（英文で
）だったのを180頁程度にしてしまったのです、そのため当然内容にも変更が加わり、中にはスト
ーリーが大幅に変わったものも、これらはページ数が少ないだけに物語の展開がスピーディー

になってより面白いといわれていますが、ナンシーをあまりにもいい子にし過ぎたためにその点

では面白くなくなったともいわれています。

（後記「少女探偵の肖像」によればオリジナル1から34をブルーシリーズ、改訂版1から34及び35
から56をイエローシリーズというとのこと、これはカバーの背の色からです。）
 
クラシックシリーズ発行年(1-34にある後の数値は改訂版）



ペーパーバックシリーズ

　56まではハードカバーだったのですが、57からはペーパーバックに変わります、そのためペ
ーパーバックシリーズ、といわれます。

 

 





別シリーズ　Nancy Drew Files

 1から続いたシリーズは175で終わるのですが、以降番号も新たに別シリーズが始まります。

　

 
 
 



Nancy Drew, Girl Detective

 最新のシリーズ、現行で金の星社から出ている日本語版は、このシリーズからです。

        　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　                    
27. Intruder, 2007が抜けていました、28と29番号が逆になっています。
 



その他、その他

　人気がある作品には派生本、関連本が生まれます、ナンシー・ドルーにもこれはたっぷり、

Nancy Drew-notebook/diaries/graphic novel/&the clue crew/campus/etc,etc・・・低年齢用にナ
ンシーが小学生のものもあれば、ハーディーボーイズとのコラボも・・・（Hardy Boysというの
はストラテマイヤー工房が、ナンシーが少女用なのに対して少年用として出したシリーズです。

）

 
「おい、いろいろ並べても所詮日本では読めないじゃないか！」「日本語ではな、しかし英語で

いいなら簡単に手に入るようになった、わざわざ洋書扱い店に出かけて…といった頃が嘘のよ
うだ、今コミックバージョンを注文してるんだがもうすぐ届くはず、届いたら表紙の画像をここ

に載せたいんだが…」
 
  それはともかく内容の異なるもの500点強、内容は同じでも装丁や発行元の異なるものを加えれ
ば800点を超えると聞きました。これらの初版本を集めるコレクターもいるとのこと（もちろん大
人で）、さらに映画、ＴＶ，ゲームと周辺も多種多彩。日本でこんなのといえば金田一耕助ぐら

いかな…いや金田一耕助のフィギュアなんて聞いたことがないか…
 

　　　 　 　

       

       　 　 　



 
 



日本のナンシー

　「おい、この本英文じゃないか？なにが日本のナンシーだ」「すまん、日本語版のことじゃな

いんだ」

 
　最初はリバーハイツとその周辺で活躍していたナンシーですが、徐々にその活動範囲を広げて

、クラシックシリーズ最終No56ではとうとう日本へ…（笑い）とはいえ、活躍の場はやはりリバ
ーハイツですが。

 
　ナンシーとその恋人ネッド誘拐される！！ナンシー国際的宝石窃盗団と対決！「The Thrteeth
Pearl」です。
 
 

　　　　 　 　 　

　右端の画像KITTYというのは、スウェーデンでのナンシーの名前、スウェーデンでNANCYとい
うのは何か良くない土地の名前のためKITTと変えられているのだそうです。
 

　　　 　

これちょっと凄いですが、本ではなくＰＣゲームのパッケージ、上のストーリーとは関係ありま

せん。



ナンシーは何歳？

　創元推理文庫の（古時計の秘密）を読んで「あれ？」と思いました、ナンシーは18歳と書いて
ある、「確か彼女は16歳だったと…」もう昔々ですが娘と一緒に読んだときの記憶です。
　オリジナル版のナンシーは16歳だったのですね、これを18歳にしたのは多分ハリエットの仕業
、となると18歳になったのは改訂版以降でしょうか（未確認）少女探偵なら16歳の方がふさわし
いと思うのですが…
 

　　　　 　 　

　　　　 　 　

　図はフォア文庫ですが、かっての金の星社の覆刻版、ここのナンシーは間違いなく16歳、これ
はブルーシリーズをもとにしているからです。

　　　　少女探偵ナンシー・・・・・16 Clue of the Tapping Heel　訳　土井　耕
　　　　ナンシーの活躍・・・・・・09 The Sing of the Twisted Candles　訳　岡上　鈴江
　　　　古い柱時計の秘密・・・・・01 The Secret of Old Clock　訳　谷村　まち子
　　　　緑の屋敷の秘密・・・・・・18 The Mystery at the Moss-coverd Mansion　訳　塩谷　太
郎

　　　　嵐の夜のできごと・・・・・14 The Whispering Statue　訳　塩谷　太郎
　　　　シャドー牧場の秘密・・・・06 The Secret at Shadow Ranch　土井　耕
 
 



 



ブルーのロードスター

　ナンシーの愛車はブルーのロードスター、ところがいつのまにかコンパーチブルに、これも改

訂版の変更らしい。

 

　　　 　 　

 

　　　 　 　

 
　創元推理文庫全８巻　訳　渡辺　庸子　「略　本来のナンシー・ドルーを紹介すべくGrosset & 
Dunlap発行の原書をもとに完訳しました　略」と訳者「あとがき」には書いてあるのですが、残
念なことにこれは改訂バージョン、そのためにナンシーは18歳で、愛車はコンパーチブル、もっ
とも現在のナンシーは、ハイブリッドカーを乗り回しているのですが。笑い

 
　　　1. The Secret of the Old Clock
　　　2. The Hidden Staircase
　　　3. The Bungalow Mystery
　　　4. The Mystery at Lilac Inn
　　　5. The Secret of Shadow Ranch
　　　6. The Secret of Red Gate Farm
　　　7. The Clue in the Diary



　　　8. Nancy's Mysterious Letter
　　　この文庫全８巻は原書発行順です。



ナンシー危機一髪！

　ミステリーであってもクラシックシリーズには殺人事件が一件もない、これが親や教師などか

らも支持された理由だといわれています。

 
　しかし、探偵には危険がつきもの、しばしば危機に陥ってしまうことも、このあたりについて

、ジュビナイルだからといってごまかしていない、これもナンシーシリーズが、他の少女探偵と

異なっているところだという意見を何かで読んだことがあります、危険だからといって怖気づく

ことのないナンシーには反逆児的な一面が窺えるというのです。ところが後で出すつもりの「少

女探偵の肖像」の中には「ナンシーなんて大嫌い、自分の行動が他人を危険に巻き込んでいる

のに、一向に気づかない」という女性も登場しますが…
 
　まあ、あれこれいうのは大人たち、子どもにとっては、ハラハラ、ドキドキ、要するに面白か

ったらいい、（あっ、本当は大人にとっても…笑い）ということになるのですが。
 

　　　　　 　 　

　これ英語版ではないのですが、左は「The Mystery at Lilac Inn」右は「The Clue of the
Tapping Heels」しかし児童書の表紙にこんな場面を使うのも凄い、まあ児童書といっても対象は
中学生程度なのだからいいのかも…
 
　左右はノルウェー版、先にスウェーデン版ではKittyと書きましたがフランス版ではAliceになり
ます。

 



今読める翻訳

　かっては秋元書房や金の星社などからかなりの数が出ていたといいます、しかしこれらは全て

絶版で古書価はかなり高価、（これらの価格、子どもが買うとは思えない、ということは日本の

大人にもマニアがいるということでしょうか？）

 
　現在すぐ読むことができるのは、創元推理文庫の８冊、これも文庫本自体は絶版らしいのです

が電子本になっています。

 
　フォア文庫文庫の６冊、書店では見かけない、出版元のサイトをみると、絶版にはなっていな

いようですが、品切れと表示されているものがありました。

 
　現行では金の星社の４冊、これは現代のナンシーで2004年から出版されている新しいシリーズ
のものです。

 

　　　 　 　

 
 　　　　　1「ファベルジェの卵」1 Without a Trace　 訳小林淳子 金の星社
　　　　　 2「戦線離脱」2 A Race Against Time
               　3「ファッションデザイナーの秘密」22 Dressed to Steal
               　4「ハリウッド映画殺人事件」24 Murder on the Set



世界のナンシー

　ナンシー・ドルーは、約45の言語に訳されています、ホームズやアリスには及ばないのですが
、児童書としてはアリスとともに断突、他にこれに匹敵するようなものはないとのこと。（現在

では、ハリーポッターが現れていますが…）
 

　　　　 　 　

　

　　　　 　 　

 
　上左のAliceは「不思議の国のアリス」のアリスではありません、フランスでは、ナンシーをア
リスの名に変更しているのです。



少々変わりタネ

　　　 　 　

 
「歌うナイチンゲールの秘密」　訳　小笠原由美子　論創社

　No20「the Clue in the Jewel Box」の翻訳ですが、これは児童書ではなくて、論創社海外ミステ
リの中の一冊として出されたもの、オリジナル版の完訳を読むことができます。

 
「少女探偵の肖像」スーザン・カンデル　訳　青木純子　創元推理文庫

　パロディというべきかオマージュというべきか、探偵役のシシーは、18歳ならぬ40歳に近いの
だが、ナンシーの親友べスとジョージならぬ親友ラエルとブリジットとともにナンシーと同様

ブルーのコンパーチブルに乗り込んで（ただし借り物、へこみがあってテールライトの片方は壊

れている）その向かう先はナンシー・ドルー愛好者たちの大会というのだから、もうナンシー・

ドルーについての蘊蓄が山盛り、ナンシーについての知識はこの一冊で充分。

　シシーの謎に対するアタックもナンシー顔負け、そして彼女もこれまた最後は危機に陥って、

と、訳者の言葉を借りるなら、しっちゃかめっちゃか、何たるちいやサンタルチーヤで面白い…
笑い　ただし題名の少女探偵の肖像というのはナンシーではなくナンシーシリーズのカバーのモ

デルになった女性、訳者によれば原題は「なんちゃって少女探偵」というところだそうで「Not
Girl Detective」です。
 
「ナンシー・ドルーの回想」ポピー・アン・メイソン　訳　亀井よし子

　これは「愛の殺人」オットー・ペンスラー篇　倉橋由美子他訳　ハヤカワ文庫　というアンソ

ロジーの中の一篇です。年老いたナンシーが回想録を書く決心をするところから始まる少々辛口

のパスティーシュ、なんとナンシーの恋人ネッドはナンシーではなくて彼女の親友べスと結婚し

ている…べスとの友情に変わりはないようだが…
 
　これら三点、絶版らしいのですが、比較的安価でたやすく入手できます。



奥付
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